
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 講師紹介 ≫ 

公益社団法人日本精神保健福祉士協会「精神保健福祉士業務指針」委員会 副委員長、 

精神保健福祉士養成教育検討委員会 委員。 精神保健福祉士。博士（社会福祉学）。 

陽和病院（東京都練馬区）にてソーシャルワーカーとして約 15 年勤務（デイケア、慢性期

リハビリテーション病棟、外来、救急・急性期病棟などを担当）。その後、大学教員として

立教大学助教、帝京平成大学講師を経て現職。主な著書として「聴覚障害と精神障害を

あわせもつ人の支援とコミュニケーション」（ミネルヴァ書房：単著）などがある。 

無料！ 

   令和 3年 3月 14日（日） 10：00～12：00（受付 9：30から） 

  WEB会議ツール「Zoom ミーティング（Zoom）」によるオンライン研修 

       ※受講方法につきましてはお申し込み後メールにてお知らせします。 

   テーマ「『精神保健福祉士業務指針』の実践的活用 ―日常業務における価値・理念の再確認―」 

講師：赤畑 淳氏（立教大学コミュニティ福祉学部福祉学科 特任准教授） 

１．講義 「精神保健福祉士業務指針の概要と実践的活用例」 

       ・精神保健福祉士業務指針の概要（業務の定義・業務特性を中心に） 

         ・日常業務における業務指針の実践的活用法 など 

        ２．演習 「業務指針活用法ワーク」 

 ※「精神保健福祉士業務指針及び業務分類(第 3版)」を用いて講義・演習を行いますので、 

当日ご準備ください（詳細は裏面をご確認ください）。 

 四国ブロック各県の精神保健福祉士の有資格者      

   申込先：徳島県精神保健福祉士協会 事務局 

ＴＡＯＫＡこころの医療センター 地域連携室 担当者：本間 

ＴＥＬ088-622-5556 FAX088-655-5157  

 令和３年３月５日（金）  

 

 

 

 

 

 
申込は徳島県 

PSW協会 HPにて 

 

参加費 

無料 

 



 

 

精神保健福祉士業務指針研修 
【日本精神保健福祉士協会ブロック内連携事業助成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日程】 

9：30  受付（30 分） 

10：00 オリエンテーション（5 分） 

10：05 講義「精神保健福祉士業務指針の概要と実践的活用例」（60 分） 

    ・精神保健福祉士業務指針の概要（業務の定義・業務特性を中心に） 

    ・日常業務における業務指針の実践的活用法など 

11：05 休憩（10 分） 

11：15 演習「業務指針活用法ワーク」ブレイクアウトセッション（35 分） 

11：50 振り返り（10 分） 

12：00 終了 

 

 

・本研修では、精神保健福祉士業務指針及び業務分類（第 3 版）〔発行所：公益社団法人日本精神保健福祉

士協会〕を使用いたしますので、事前に必ずご準備くださいますようお願いします。 

 

・受講中は、ご自身の受講番号と氏名が全受講者に常時表示された状態になります。 

またその上で、演習参加中は各グループに分かれた後に、ご自身のお顔も表示していただきます。 

 

・演習の班分けのために受講者名簿を作成します。名簿には受講者全員の氏名・都道府県協会名を掲載い

たします。 

 

・メールアドレスを取得していない、インターネットに接続できないパソコン（またはタブレット端末）

では受講いただけません。 

 

・カメラ、イヤホン、マイクが使えるパソコン（またはタブレット端末）をご用意ください。Zoom 上の複

数の機能を同時に使用する際に小さな画面では適さないため、パソコンでの受講を強く推奨します。 

 

 

 

 

※当日は、精神保健福祉士業務指針及び業務分類（第 3 版）〔発行所：公益社団法

人日本精神保健福祉士協会〕を必ずご準備くださいますようお願いします。 

 

なお、日本精神保健福祉士協会ウェブサイトよりダウンロードできます。 

http://www.japsw.or.jp/hokokusyo/20201031-gyoumu3.html 

または本協会ウェブサイトトップページ（http://www.japsw.or.jp） 

＞「報告書等/ダウンロード」＞精神保健福祉士業務指針第 3 版（2020 年 10 月発行） 

http://www.japsw.or.jp/

